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　農業における脱農薬は欧米をはじめとした世界的なトレン
ドであり、我が国でも2050年目標として農薬使用量の50％
削減（リスク換算）を掲げ、各所で様々な取組が行われてい
る。このような背景のもと、化学農薬に代わる効果的で環境
負荷の低い革新的な害虫防除技術の開発が求められてい
る。最近代表者はありふれた抗酸化物質が高い害虫防除
効果を持つことを発見した。これは脱農薬の切り札になると
期待できるが、未だ試験段階にある。本研究では、ワイン用ブ
ドウの重要害虫・ツマグロアオカスミカメを対象に、抗酸化物
質による害虫防除体系の構築を目指す。

　本研究では抗酸化物質を用いた低環境負荷型害虫防
除法の確立に向け、特にこれまでに不足している野外圃場
における防除効果の実証を目指した。昨年度はブドウ圃場
内の雑草地を中心に散布試験を行ったが、本年度はその
結果を受けて抗酸化物質の選抜を行い、ブドウの樹への散
布試験を行った。
①植物への影響評価：昨年までのスクリーニング調査および

ヨモギ雑草地を対象にした圃場調査により、カスミカメに
高い効果を及ぼす抗酸化物質数種類について植物への
影響を調査した。ブドウへの影響と共に、モデル植物（シロ
イヌナズナ）を用いて遺伝子発現解析を行い、抗酸化物
質が持つ影響を評価した。

②圃場試験：選抜された抗酸化物質数種類について圃場
試験を行い、ブドウの樹へ散布した際のカスミカメ防除効
果について検証した。

③防除最適化：植物への影響試験や圃場散布試験の結果
を統合し、抗酸化物質を用いたカスミカメ防除の最適化
を行った。

①植物への影響評価：昨年度ヨモギ雑草地へ散布した際
に、いくつかの抗酸化物質については植物への顕著な薬
害効果が見られたことから、今年度はそれら抗酸化物質
を候補から外し、選抜された抗酸化物質についてワイン
用ブドウへの影響や室内栽培系における影響評価を
行った。調査した抗酸化物質についてはブドウへの顕著
な影響は確認できず、またモデル植物（シロイヌナズナ）を
用いた室内栽培試験においても植物成長への影響は観
察されなかった。シロイヌナズナについては遺伝子発現解
析も行い、抗酸化物質処理区で特異的に発現変化する
遺伝子も見られたが、成長そのものに悪影響を及ぼして
いる兆候は見られなかった。このことは、抗酸化物質の種
類によっては植物への悪影響を考慮せずとも散布が可能
であることを強く示唆している。

②圃場試験については、3年目（3歳）のブドウの樹について
数種類の抗酸化物質を定期散布し、カスミカメ発生への
影響を評価した。その結果、いくつかの抗酸化物質では
数回の散布だけでカスミカメの発生を有意に減らすことが
明らかとなり、実際の圃場においても本技術の有効性を
実証することができた。

③防除最適化：カスミカメへの防除効果が高く植物への影
響が低い抗酸化物質を選抜し、散布濃度や散布時期、
散布頻度についても知見を蓄積することができた。これら
の知見を統合することで、ワイン用ブドウ栽培における抗
酸化物質を用いたカスミカメ防除についてある程度の最
適化が達成されたと言える。
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　今回の調査では、いくつかの抗酸化物質がブドウ圃場に
おいても害虫カスミカメに対して有意な防除効果を示すこと
が明らかとなり、その実用化に向けて大きな成果が得られた
ものと言える。植物への影響についても負の効果は検出さ
れておらず、散布する濃度や量をコントロールすることで、植
物への負荷を低減しながら十分な害虫防除効果を発揮で
きるものと考えられる。一方、市場調査の過程で新規害虫防
除資材についてはミツバチやマルハナバチへの効果試験を
行う必要性があることが明らかとなり、これら益虫への影響
については今後の課題として残っている。今後は、これら残
された課題を着実にクリアしながら企業連携を強化し、事業
化に向けてさらに研究開発を推し進める予定である。

今後の展望


